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１　はじめに
　地域には豊かな歴史や文化があり、それらについて
子どもたちが学び、再認識する活動については、さま
ざまな取り組みが行われている。
　群馬県太田市九合地区では、地域に伝わるさまざま
な歴史について、子どもたちにも馴染みやすく分かり
やすい、語りの形式にする「九合村物語」の制作を九
合村物語編集委員会のリーダーの星野雅範が中心と
なって構想した。「九合村物語」は子どもたちにとって
地域に関心を持ち、自分の町を好きになるきっかけと
なるものと考え、研究室で制作に関わることとした。
　本研究は「九合村物語」を制作し、これらを用いて小
学生に読み語りを行うことで、地域への関心の変化や教
材としての可能性について考察することを目的とする。
　「九合村物語」の作成にあたり、九合地区の歴史につ
いて高齢者の方に話を聞く大正インタビューを行っ
た。インタビューをもとに、地区ごとに７つの宝を選
定し、宝について調べた。これらをもとに物語と宝の
地図を作成した。そして、地区内の３つの小学校で九
合村物語の読み語りを行った。
２　九合村物語
２．１　九合村物語とは
　群馬県太田市九合地区の中には新井町、飯田町、新
島町、小舞木町、内ヶ島町、飯塚町、西矢島町、東矢
島町、東別所町の９つの町がある。これら９つの町が
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合併して1889年に誕生したのが九合村である。1940
年に太田町（現太田市）と合併した（図１）。
　九合村物語とは、九合地区にある歴史を、子どもた
ちに伝え、地域に関心を持つことを目的とした物語で
ある。九合地区には、歴史を感じることのできる宝と
も呼ぶべきものがある。それらを子どもたちに語り伝
えることにより、さまざまな歴史の上に今の生活が成
り立っているということに気付いてほしいという願い
が「九合村物語」には込められている。
２．２　大正インタビューと７つの宝
　九合村物語の編集にあたり、星野が中心となって九
合地区の11地区（９大字＋内ヶ島町目塚＋新井町内の
南新井町）において、大正インタビューを計画した。
　大正インタビューとは、大正時代生まれの方を中心
に九合の多様な歴史について話を聞いたものである。
大正生まれの方がいない町では昭和初期生まれの方に
お願いしている。内容は主に地理、祭り、神社、お寺、
遊び、戦争、養蚕についてで、どの地区でも同じ項目
について話を聞いている。
　ここでは、一例として東別所地区の大正インタ
ビューをとりあげる。
大正インタビュー：東別所編
語り手：Ｏさん（大正13年生：新田出身）、Ｍさん（昭和
４年生：新田出身）、MKさん（昭和10年生：本郷出身）
場所：東別所集会所
日時：平成24年６月３日13時半～15時
　表１は大正インタビューから得た情報についてまと
めたものである。東別所町での大正インタビューをも
とに、東別所町の７つの宝を選んだ。
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表１　大正インタビューの内容（東別所）
１ 神社裏の古墳 古墳は長良神社の裏にあり、神社の社殿は古墳を削る形で建てられている。古墳は神社ができるより前からあるもので、後に神社を
立てるとき、古墳をシンボルのようにみなして、いい場所だから神社を建てることにしたと考えられる。古墳の手前に神社を作ると
いう例は各地で見られ、新井町もその１つであるが、今は道で削られて古墳は残っていない。その意味でも今、東別所に古墳が残っ
ていることは貴重なことである。現在、墳丘上には色々な小さな石の神様が集められて並んでいる。これらはかつて、東別所地区の
辻や道端にまつられていたものだが、時代の流れと共にここに集められたものである。今では知る人は少なくなったが、その一つ一
つが歴史をもち、人々の祈りを受けとめてきたものである。
２ 奇祭、獅子頭回し 太田市西部の世良田地区の八坂神社から獅子頭を借りてきて、獅子頭が入った神輿を担いで町内の家々を一軒一軒まわっていくとい
うめずらしい祭り。神輿は、獅子頭が入った木箱が二本の担ぎ棒からぶら下がった形になっており、一般的な神輿とは違うめずらし
いものである。家に神輿が来ると、その獅子頭の下をくぐるとご利益があるといって、みんなありがたがってくぐった。そして担ぎ
手をごちそうや酒でもてなした。現在は４月の第三日曜日に車で借りに行って、そのまま獅子頭を降ろさず車で町内をまわり各家に
立ち寄ることはない。しかし、今でも八坂神社からのお札は町内の人に配られている。
３ 往還道路 往還道路というのは東別所町の幹線道路で、町内西部を南下し、お寺の南西で90度に右折して東へ向かう道で、この道に沿って家々
が並んでいた。お寺や神社への参道もこの道に接続する重要な道だった。現在東別所町は三つの地域に分かれているが、往還道路が
その境界となっている。昔はこの道くらいしか広い道がなかった。昔は車も通らないので、この往還道路のちょっと広くなっている
ところなどは子どもの遊び場だった。たくさんの道が新しく出来る中で、この道筋は今でもそのまま残っている。
４ 八木節祭と道具一式 東別所の国貞寺で行われる八木節祭で、かつては近在でも有名な祭りだった。東別所以外からも八木節の喉自慢、腕自慢、また見物
客が集まった。お寺の境内は人で埋まり、露天も並び、とても賑やかだった。境内に木と竹を組んで櫓（やぐら）を建て、演奏者はこ
の上で八木節を行った。ただ演技を見せ合うのではなく、八木節大会であり、審査員が審査をして優秀者を選んだ。その審査の仕方
が独特で、審査員たちはお寺の本堂に座っているが、櫓の上と本堂が滑車でつながれている。そして、演奏者の情報などが滑車をつ
たって上から審査員席までスーッと降りてくる仕組みになっている。機械のない時代の工夫である。またこの八木節祭りは、青年団
という東別所地区の若者達が組織する団体によって主催されていた。今は地域社会において、若者の影は薄いが、当時は地域を盛り
上げるのに大切な役割を担っていた。祭り自体は戦後何年かして終わってしまったが、この櫓を組んだ骨組み一式が今でもお寺の床
下に残っている。
５ 太田飛行場 昭和初期、太田には中島飛行機という軍用機を製造する飛行機会社があった。この会社の働き手は全国から集まり、太田の町は活気
付き人口も増えた。その後できた太田工場では陸軍の飛行機、小泉工場では海軍の飛行機をつくった。この二つの工場の間に、生産
された飛行機を飛ばすために造られたのが太田飛行場である。
東別所町の面積の約３分の１に及ぶ土地が飛行場として使用され、格納庫は東別所町の住宅地に遠くないところにあった。その後昭
和20年４月４日未明の空襲において、飛行場の格納庫がＢ29に狙われた。幸いにも住宅地には落ちなかったが、東別所区域にも爆弾
が落とされた。この飛行場は、昭和44年まで米軍の接収状態が続き、群馬県で一番最後まで返還されなかった施設であった。現在は
富士重工小泉工場になっている。
６ 掩体壕
（えんたいごう）
戦争中、飛行機を隠しておくために掩体壕が造られた。太田飛行場から東別所の住宅地まで土手が築かれ、その中に米軍に見つから
ないように飛行機を並べ、機体の上に木の枝などを乗せて隠してあった。この掩体壕は、東別所町内の東から西まで、家だけは避け
て、畑の部分をつぶして作られた。農家の人たちにとって大切な農地をつぶして作られ、村中がめちゃくちゃになっていたという。
現在その痕跡は見られないが、戦争と関係する大変大きな被害だった。
７ アメリカ村の区画 航空写真などで見ると一目瞭然だが、東別所北部に現在、半円型、放射状に区画整理された住宅地がある。これも戦争と関係してい
る、ひとつの戦争遺跡である。この土地には戦前に中島飛行機のゴルフ場が造られた。しかし戦後、進駐軍が太田に入ってきて、ゴ
ルフ場をならして、進駐軍上級職の住宅地にした。当時町民はガチャコンの井戸水を使って、トイレは汲み取り式だったが、米軍の
家には水道や浄化槽があり、驚いたという。各家で日本人のメイド二人、ボーイ一人を雇い、日本人とアメリカ人の交流もあった。
カタコト英語で話しかけるとガムやチョコレートをくれることもあり、日本人としては仕事になり、英語も覚えられてよかったとい
う。十年弱で進駐軍は去り、その後その土地は三洋電機が社員などに分譲して売って、今に至っている。
図１　群馬県太田市九合地区
２．３　九合村物語の内容
　大正インタビューをもとに、地区ごとに７つの宝を
定めた。具体的には、神社、お寺、古墳、地形、道路、
戦争関係など、歴史的で公的なもので、目に付きやす
いものである（表２）。
　九合村物語は、７つの宝について学ぶ内容である。
物語は、想像を膨らまし、実際にその秘密を見に行っ
てほしいという思いから、絵のない語り形式になって
いる。図２は九合村物語の一部分である。
３　読み語りの実践と内容理解の分析
３．１　読み語りの実践
　３つの小学校で、九合村物語の読み語りを行った（表
３）。実施目的は、教員に活用方法のイメージを持って
もらうこと、学校現場で活用できる教材にするための
意見をもらうことである。
　語り手は星野と当時群馬大学学生の深谷、大里で
行った。読み語りを行う際、クイズを行う、宝に関係
群馬県太田市九合地区の地域特性を子どもたちに伝える「九合村物語」の制作と読み語りの実践 83
表３　各小学校の読み語り実践の概要
小学校 日程 対象 時間 人数 内容
中央小 2012年11月17日（土） 低学年・高学年 45分 33人・30人 新井町の宝
旭　小 2012年12月18日（火） ４年生 45分 85人 東別所町の宝
九合小 2013年１月７日（月） ４年生 45分 93人 飯塚町の宝
表２　九合地区の７つの宝
新井町＊ 飯田町 新島町 小舞木町 内ヶ島町 内ヶ島町目塚
八幡宮の三つ葉葵の紋
獅子舞
十輪寺の地蔵堂
夜泣き様
天神様
御庵稲荷古墳
川の曲がり
雷電石
旧熊谷県道の道筋
崖（オカゲ）
神輿
獅子頭と獅子回し
お釈迦様像と花祭り
中央小学校
専用道路
九合最大の空襲被害
新島銀座と小泉県道
観音堂と大吉庵
江文神社の松
一配森稲荷
追分地蔵
二本の古い道
小舞木の地蔵様
賀茂神社
一切経様
梵鐘
金比羅様
高射砲陣地
二つの伊勢神社の秘密
弓引き
稲荷様と八幡様
百万遍念仏
孫左衛門の観音堂
県道の名残
連光寺の開文学校碑跡
天神山古墳
女体山古墳
天神様
天神山古墳Ａ陪塚
高射砲陣地
幻の浄土寺
旧館林県道
飯塚町＊ 西矢島町 東矢島町 東別所町＊ 南新井町
国宝武人埴輪
九合村役場跡
正泉寺の天井絵
飯塚の幹線道路
飯塚の三つの池
ナカクルワ墓地の古椿
九合小学校
赤城神社のムカデ伝説
大杉の切り株
喧嘩神輿
モトヤシキ
紫雲塚古墳
三和工場
安楽寺の九合小跡碑
獅子舞
万灯
元寺
宝篋印塔
抜け出し地蔵
南矢島町と末広町
旭小学校
神社裏の古墳
奇祭、獅子頭回し
往還道路
八木節祭りの道具一式
太田飛行場
掩体壕（えんたいごう）
アメリカ村の区画
南新井町という名前
三軒家
稲塚山
緑町と住吉町
市営住宅と県営住宅の歴史
富士重工矢島工場
九合最大の焼夷弾攻撃
図２　「九合村物語」一部（九合小学校のおはなし）
する写真を提示するなどして理解を深められるように
した。
　読み語り後には、語りの感想を児童と教員にそれぞ
れに回答してもらった。アンケートをもとに各小学校
での実施後、読み語りの改善を行った。初回の中央小
の後、物語の中で誰の言葉かわかるようにペープサー
トを用意することにした。また児童の集中力が切れる
のを防ぐため、読み語り後に行っていたクイズを、物
語の間にはさんで２回に分けて行うようにした。第２
回旭小の後には、宝の絵を提示することとし、配布し
た宝の地図と見比べられるよう、わかりやすくなるよ
うに工夫した。
３．２　中央小学校での読み語り（第１回）
　中央小学校では、2012年11月17日（土）に土曜ス
クールの時間を借りて、１～６年生63人を対象に低学
年（33人）と高学年（30人）に分けて読み語りを行っ
た。中央小学校の学区内で星野が在住する新井町の７
つの宝の物語を選んだ（表４）。
　45分間の読み語り実践は、登場する際に新井の獅子
舞の獅子頭を持って、星野が笛を吹きながら登場し、
興味を引くような工夫をした。そして自己紹介、内容
の説明、読み語り、写真の提示、クイズ、アンケート
の流れで行った。児童読み聞かせの途中には獅子舞を
披露したり、場面が切り替わるところでメガネをかけ
たりするなど、児童が飽きないように工夫した（図３）。
　宝の地図は児童と教員全員に１枚ずつ配布したが、
読み語りに集中してもらうため伏せて聞いてもらっ
た。新井町の地図は読み語りでは使用していないが、
宝の地図と対応している（図４、図５）。
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表４　新井町の７つの宝
宝 宝の説明 分類
①八幡宮の
　三つ葉葵の紋
八幡宮の本殿に、江戸時代に徳川家から送られた三つ葉葵の
家紋が入っている。これは徳川綱吉に崇敬を受けたことを示
している。また八幡宮は150年以上前からある歴史のあるも
のである。
信仰
②獅子舞
約500年前に京都から伝わったもので、長い間新井町で親し
まれてきた、新井町オリジナルの祭りである。太田市指定文
化財にも指定されている。
祭
③十輪寺の地蔵堂
江戸時代に建てられた地蔵堂には、秘仏がいる。戦争時には
学校の代わりに授業を行うこともあった。かつてはここで地
蔵様の祭りもあり、みんな楽しみにしていた。
信仰
祭
戦争
④夜泣き様
新井町に残る唯一の道祖神。「夜泣き地蔵」「夜泣きの神様」な
どと呼ばれていて、夜泣きをして眠らない赤ん坊を連れて行
くと夜泣きが止むと言われていた。
信仰
⑤天神様
天神様とは学問の神様を祀るところで、かつて新井町にも
あった。現在はなくなってしまったが、天神様があった大切
な場所ということから、後にできた公園には「天神公園」とい
う名前が付けられた。
信仰
⑥御庵稲荷古墳
民家の庭に現在も古墳が残っている。かつて人間とキツネが
交流していたという不思議な言い伝えがある。また戦争の空
襲の時には、防空壕として人々を守った。
信仰
戦争
⑦川の曲がり
明治時代から残る水路で、区画整理後もそのまま残されてい
る。この川に沿った道は参道につながる重要な道であった。
戦争時にはこの川に沿って爆弾が落とされ、九合小の児童も
亡くなっている。
地理
戦争
図３　中央小での読み語り（第１回）
３．３　旭小学校での読み語り（第２回）
　旭小学校では2012年12月18日（火）に、４年生85人
を対象に読み語りを行った（図６）。旭小学校の学校区
の中では東矢島町に住む児童数が最も多いが、次に児
童数の多い東別所町の物語の読み語りを行った（表５、
図７）。
　読み語りは45分の授業の中で行った。中央小学校で
45分間聞いているだけでは児童の集中力が持たない
という反省点があったため、旭小学校では子どもたち
が飽きてしまわないように物語を２つに分け、間にク
イズをはさんで行った。
　また、視覚的な資料で理解を深めるため、登場人物
の絵を提示しながら物語を語り、宝の地図を見せる、
補足の写真を提示する工夫を組み込んだ。
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図６　旭小での読み語り（第２回）
図５　新井町の宝の地図
図４　新井町
田中麻里・深谷晃世・大里絵里子・星野雅範86
図７　東別所の宝の地図
表５　東別所町の７つの宝
宝 宝の説明 分類
①神社裏の古墳
神社は、古墳があるいい場所だからという理由でこの場所に
建てられた。古墳上には村中から集められた道祖神が並んで
いる。
信仰
②奇祭、
　獅子頭回し
神輿の下に獅子頭の入った木箱をぶら下げて町内の家を一軒
一軒まわる、とてもめずらしい祭り。その獅子頭をくぐると
御利益があるとされていた。
祭
③往還道路
東別所の昔の中心道路で、100年以上前からある道。参道に続
く重要な道で、昔はこの道くらいしか広い道はなかった。
地理
④八木節祭と
　道具一式
国貞寺の有名な八木節祭では、櫓を組んで八木節大会が行わ
れた。大変にぎわい、多くの人がこの祭りを楽しみにしてい
た。その櫓の骨組みが今でも国貞寺の縁の下に残っている。
祭
⑤太田飛行場
東別所町の面積の３分の１が飛行場だった。戦争のときには
飛行場の格納庫が狙われ、町内にたくさんの爆弾が落とされ
た。
戦争
⑥掩
えん
体
たい
壕
ごう
掩体壕とは飛行機を隠しておくための場所であり、大切な農
地をつぶして作られた。戦争の時代の、爆弾と同じくらいの
大きな被害といえる。
戦争
⑦アメリカ村の
　区画
東別所北部にある半円型、放射状に区画整理された住宅地で、
戦後米軍が住んでいた土地。日本人とアメリカ人との交流も
あった場所。
地理
戦争
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図８　飯塚町の宝の地図
表６　飯塚町の７つの宝
宝 宝の説明 分類
①国宝武人埴輪
今はないマツバラの神社跡を崩したときに出土した武人埴輪
で、日本で唯一国宝になっている埴輪である。
信仰
②九合村役場跡
昭和15年に太田町と合併するまで、九合村の役場だった場所
で、当時は村中の人が集まっていた。九合村の人たちにとっ
て思い出深い場所。
思い
③正泉寺の天井絵
約200年前に飯塚町内に住む吉田平蔵が正泉寺に送ったも
の。70数枚あり、戦争でほとんどが割れてしまっているが、
今も大切に保管されている。
信仰
戦争
④幹線道路
明治時代からある道で、かつて飯塚町の中心的な道路だった。
九合小学校に通う子どもたちがみんな通った、思い出深い道。
地理
⑤飯塚の三つの池
今はない「オオダネ」、「コダネ」、「マツボ」の三つの池。花火
の筒が埋まっていたり、穴が空いていたり、不思議な池。昔
の人にとって大切な池だった。
地理
⑥ナカクルワ
　墓地の古椿
樹齢何百年という大きな椿の木。お墓にお参りに来る人がい
つも見て癒されていたという、みんなに愛されている椿の木。
信仰
⑦九合小学校
明治22年に九合村ができたときにできた小学校。九合のシン
ボルツリーであるセンダンの木もあり、九合の子どもたちを
見守り続けている。
学校
戦争
３．４　九合小学校での読み語り（第３回）
　九合小学校では2013年１月７日（月）に、４年生93
人を対象に読み語りを行った。児童数が最も多く九合
小学校もある飯塚町の物語の読み語りを行った（表
６）。
　読み聞かせは45分の授業の中で行った。第２回旭小
と同様に、子どもが飽きてしまわないように物語を２
つに分けてあいだにクイズをはさんで進行した。また、
登場人物の絵を提示するだけでなく、宝の絵や補足の
写真を見せながら語るようにした。
　旭小学校で行った際、宝の絵や写真があった方が子
どもは理解しやすいという指摘を受けたため、九合小
学校では宝の絵を提示し、配布した宝の地図（図８）
と合わせてみられるようにした。
３．５　アンケートの結果と分析
（１）児童用アンケートの結果と分析
　児童に、７つの宝について宝だと思ったかどうか、
またそう考えた理由を回答してもらった（表７、８）。
　３校全ての中で「宝だと思う」と回答する割合が最
も高かったものは、国宝武人埴輪である。授業でも学
習をし、さらに校内に埴輪が飾られているため、児童
の認識が高かったことが考えられる。一方「宝だと思
わない」と回答する割合が高かったものは、幹線道路
である。道路は宝として認識されにくいことがわかる。
　中央小ではすべての宝について「宝だと思う」割合
が他の２校よりも高かった。これはほとんどの宝が現
存していて、さらに宝と認識されにくい道路がないた
めと考えられる。また「初めて知った」、「いい話が聞
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表７　児童用アンケートの質問項目
１．どこの町に住んでいるか
２．住んでいる町の好きな場所、よく行く場所はどこか
３．物語の７つの宝で宝と思えるものはどれか、その理由は何か
４．宝の地図はどうか、その理由は何か
５．物語に対する意見（自由記述）
表８　児童用アンケートの集計
宝 宝だと思う 宝だと思わない 現存 戦争
?????
①八幡宮の三つ葉葵の紋 28（93％）  2（ 7％） ○
②獅子舞 27（90％）  3（10％） ○
③十輪寺の地蔵堂 25（83％）  5（17％） ○
④夜泣き様 26（87％）  4（13％） ○
⑤天神様 25（83％）  5（17％）
⑥御庵稲荷古墳 25（83％）  5（17％） ○ ○
⑦川の曲がり 26（87％）  4（13％） ○ ○
????
①神社裏の古墳 73（85％） 11（13％） ○
②奇祭、獅子頭回し 77（90％）  7（ 8％） ○
③往還道路 63（73％） 15（17％） ○
④八木節祭と道具一式 66（77％） 10（12％） ○
⑤太田飛行場 59（69％） 17（20％） ○
⑥掩体壕（えんたいごう） 52（60％） 23（27％） ○
⑦アメリカ村の区画 54（63％） 20（23％） ○ ○
?????
①国宝武人埴輪 88（95％）  5（ 5％） ○
②九合村役場跡 60（65％） 30（32％）
③正泉寺の天井絵 76（82％） 15（16％） ○ ○
④幹線道路 45（48％） 45（48％） ○
⑤飯塚の三つの池 70（75％） 21（23％）
⑥ナカクルワ墓地の古椿 69（74％） 21（23％） ○
⑦九合小学校 86（92％）  6（ 6％） ○ ○
けた」などの理由から、物語を聞いたことにより地域
のことを知るきっかけとなり、興味を持ったと考えら
れる。
　旭小の特徴は、戦争に関係のある太田飛行場
（20％）、掩
えん
体
たい
壕
ごう
（27％）、アメリカ村の区画（23％）
を「宝だと思わない」とする児童が多いことである。
「宝だと思う・思わない」にかかわらず回答した理由
で「戦争」が多く見られた。読み語りの際、戦争の話
を熱心に聞く児童の様子からも、「宝」という認識は難
しいものの、多くの児童が戦争に関心があることがわ
かった。
　九合小では、国宝武人埴輪（95％）や正泉寺の天井
絵（82％）、児童にとって最も身近な九合小学校（90％）
を「宝だと思う」割合が高い。昔から大切にされてき
たもの、身近なものは宝だと認識しやすいことがわか
る。
　「宝だと思う」とする理由に「昔から残るもの」とい
う回答が多く見られた。往還道路を「宝だと思う」と
する理由では、「昔の広い道路はどういうものか見てみ
たい」という回答があった。また、飯塚の三つの池で
は「過去に戻って池を見に行きたくなった」という回
答も見られた。これらの回答から、九合村物語を聞い
たことにより九合地区の昔の様子について興味を持っ
たことがわかる。
　他地域の物語も聞きたいという意見や、宝の場所へ
行ってみたいなどの意見、授業後実際に宝探しに行っ
たという意見もあった。そのことから、今後さらに地
域への関心を深めていくきっかけにもなったと考えら
れる。
（２）教師用アンケートの結果と分析
　中央小で６名、旭小で３名、九合小で２名の合計11
名の教員の回答を得た。
　宝探しに行きたい教員は中央小で６名中４名、旭小
で３名中２名、九合小で２名中２名であった。
　九合村物語を授業で使いたい教員は旭小と九合小の
５名中４名と、九合村物語を授業で活用することに対
して積極的な回答が多くみられる。「地域の歴史にふれ
ることは大切である」（中央小）、「地域の勉強をするの
でそれに関連させて行うと良い」（九合小）という意見
からも、九合村物語を教材として使える可能性は高い
と考えられる。
　また「地域学習をするにあたってとても参考になっ
た」（中央小）という意見から、学校教育では地域学習
の資料を必要としていることもわかった。
　一方、九合村物語活用に積極的でない教員は、「時間
の都合上難しい」（中央小、旭小）を理由としていた。
　校長からは、他地域に住んでいる場合や数年で学校
移動のある教員にとって、地域について深く教えるこ
とが難しい場合もあるという課題が挙がった。
　これらの解決策として、読み聞かせボランティアの
方々と協力をして、授業外に実施することが考えられ
る。読み聞かせボランティアの方々は地域に住んでい
て、さらに年度が変わっても活動を継続的に行う人も
多い。そのため内容理解を深めることができる機会が
充実していれば、九合村物語について知識を持って読
み語りができると考えられる。
４　結論
　九合村物語の読み語りを通して多くの児童が、今ま
で知らなかったことを学び取り、自分たちの住む地域
やその歴史に関して興味を持つことがわかった。また、
「行ってみたい」などの感想から、今後さらに地域へ
の関心を深めていくきっかけにもなると考えられる。
　実際に九合村物語の読み語り実践を教員に見ても
らったところ、授業で使いたい、参考になるという回
答があったことから、教材として使うことができると
考えられる。また、学校で地域学習を行うことが難し
い場合でも、読み聞かせボランティアの方に活用して
もらうことで、地域への関心を深めていくことができ
ると考えられる。
　九合村物語を語るだけでなく、学校教育のなかで、
さらに地域のなかでの活用法についても考え、学校等
にも配布した。
　また、戦争に関係のある話を熱心に聞く児童は多く
みられたが宝とは思わないという回答も多かったこと
から、九合村物語を印刷する際には「７つの秘密」と
することとした。そして、2013年９月には太田市１％
まちづくり事業として「九合村物語」が出版され地域
に配布された（図９）。
　出版を契機に地元の祭りの際に７つの秘密の話を星
野が語る機会も設けられた。「九合村物語」を活用した
スタンプラリーなども行われている（図10）。さらに、
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地元の区長さんなどを通して語りや活動の依頼が来る
事もあり、地域での活用が進んでいる。
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図10　九合村物語を活用したスタンプラリー
図９　九合村物語
